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随
心
院
蔵
『秘
奥
集
』
『阿
弥
陀
決
定
往
生
秘
印
』
紙
背
応
舅
鮮
晦
平
燒
臨
型
籠
は
一撻
商
紳
恥
け
る
和
歌
文
芸
活
動
の
場
の
一
つ
に
春
日
社
が
あ
っ
た
。
春
日
若
宮
神
主
中
臣
氏
（辰
市
氏
支
流
千
鳥
氏
）
と
そ
の
支
流
は
、
春
日
社
歌
壇
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
て
お
（は
、
祐
茂
（正
治
元
年
‐１９９
‐
文
永
六
年
‐２６９
・
七
十
一
歳
）
以
来
、
五
代
に
亘
り
勅
撰
歌
人
を
輩
出
し
て
い
る
。
種Ｎ
Ｍ
柩
忙
曜
南
都
に
留
ま
ら
な
い
中
臣
氏
の
広
範
な
活
動
は
、
為
家
批
点
と
考
え
ら
れ
る
中
臣
祐
茂
百
首
、
為
氏
批
点
と
さ
れ
る
中
臣
祐
春
詠
草
な
ど
の
遺
品
に
よ
り
、
そ
の
実
際
が
人
的
交
流
の
側
面
か
ら
も
窺
わ
れ
る
が
、
標
記
の
資
料
も
ま
た
、
そ
う
し
た
春
日
社
家
の
和
歌
活
動
と
そ
の
拡
が
り
を
伝
え
る
資
料
で
あ
る
。
『中
臣
祐
殖
百
首
』
（以
下
誤
解
の
恐
れ
の
な
い
限
り
「本
書
」
と
称
す
）
と
称
『中
臣
祐
殖
百
首
』
残
簡
に
つ
い
て海
　
野
　
土土
　
介
し
た
当
該
資
料
は
、
真
言
宗
善
通
寺
派
大
本
山
随
心
院
（京
都
市
山
科
区
小
野
御
霊
町
）
に
伝
領
さ
れ
る
『秘
奥
集
』
『阿
弥
陀
決
定
往
生
秘
印
』
と
題
さ
れ
た
真
言
聖
教
二
巻
の
紙
背
と
し
て
伝
わ
る
和
歌
残
簡
で
、
記
さ
れ
る
位
（
署
い
和
歌
に
よ
り
春
日
社
正
預
中
臣
祐
殖
に
よ
る
定
数
歌
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
従
来
知
ら
れ
な
い
春
日
社
家
の
和
歌
で
あ
り
、
中
に
勅
撰
集
入
集
歌
を
含
み
、
南
都
歌
壇
と
勅
撰
集
と
の
関
係
を
考
え
る
資
料
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
二
は
じ
め
に
、
現
装
の
表
面
に
記
さ
れ
る
『秘
奥
集
』
『阿
弥
陀
決
定
往
生
秘
印
』
の
書
誌
的
事
項
を
示
し
て
お
き
た
い
。
『秘
奥
集
』
（第
２
函
３４
号
［５
じ
　
　
　
　
　
　
〔南
北
朝
期
〕
写
　
一
軸
続
紙
（軸
無
し
）。
巻
出
は
本
文
共
紙
、
左
肩
打
付
書
「秘
奥
集
ヨ
”
江
（梵
字
と
。
料
紙
、
格
紙
。
紙
数
１３
枚
。
法
量
、
第
１
紙
‐５
．
５
×
４５
．
６
ｍ
ヽ
第
２
紙
（以
下
紙
幅
の
み
記
す
）
価
ｍ
、
第
３
紙
４９
．
Ｏ
ｍ
、
第
４
紙
４８
．
９
ｍ
ヽ
第
５
紙
４９
．
５
ｍ
ヽ
第
６
紙
棚
ｍ
、
第
７
紙
４９
．
４
ｍ
ヽ
第
８
紙
４９
．
５
ｍ
ヽ
第
９
紙
卿
ｍ
、
第
１０
紙
２７
．
Ｏ
ｍ
、
第
１１
紙
佃
ｍ
、
第
１２
紙
４９
．
Ｏ
ｍ
、
第
１３
紙
４５
．
３
ｍ
ｏ
行
数
。
第
２
紙
一
面
２．
行
。
内
題
「秘
奥
集
」。
外
題
右
方
下
に
「雅
西
」
の
墨
書
。
識
語
は
次
掲
の
通
り
（改
行
を
「／
」
で
示
し
た
）。
治
承
三
年
（‐１７９
）
二
月
之
比
籠
／
居
或
山
里
徒
然
之
餘
集
／
随
聞
随
見
秘
曲
名
秘
奥
／
抄
之
更
不
可
他
散
而
已
／
山
隠
比
丘
雅
西
印
記
な
し
。
用
字
、
漢
字
（表
面
）、
漢
字
・
平
仮
名
（紙
背
）。
『阿
弥
陀
決
定
往
生
秘
印
』
（第
２
函
第
３５
号
［１０
∪
〔南
北
朝
期
〕
写
　
一
軸
続
紙
（軸
無
し
）。
巻
出
は
素
紙
（‐５
．
７
×
‐７
．
９
伽
）ヽ
左
肩
打
付
書
「阿
弥
陀
決
定
往
生
秘
印
」。
料
紙
、
椿
紙
。
紙
数
３
枚
。
法
量
、
第
１
紙
、
‐５
．
７
×
３
．
４
ｍ
ヽ
第
２
紙
（以
下
紙
幅
の
み
記
す
）
４
．
９
ｍ
、
第
３
紙
佃
ｍ
。
行
数
。
第
二
紙
一
面
２２
行
。
識
語
は
次
掲
の
通
り
（改
行
を
「／
」
で
示
し
た
）。
治
承
四
年
（‐１８０
）
十
一
月
於
西
／
光
院
奉
博
受
畢
／
如
此
口
決
等
上
古
以
来
雖
／
不
注
紙
上
為
令
廃
亡
／
注
記
之
　
　
　
雅
西
印
記
な
し
。
用
字
、
漢
字
（表
面
）、
漢
字
・
平
仮
名
（紙
背
）。
両
書
の
識
語
に
見
え
る
「雅
西
」
は
、
『秘
奥
集
』
に
付
載
の
血
脈
に
よ
り
、
そ
の
相
承
が
知
ら
れ
る
（（　
）
内
は
稿
者
）。
右
大
事
相
承
次
第
云
高
祖
　
真
雅
　
源
仁
　
聖
に
　
観
賢
　
一浮
祐
　
一九
果
　
仁
海
　
成
尊
　
義
範
　
勝
覺
　
聖
賢
　
源
運
　
雅
西
　
　
　
　
　
（『秘
奥
集
』
付
載
血
脈
）
こ
の
血
脈
は
、
同
様
の
例
が
『伝
法
灌
頂
師
資
相
承
血
脈
』
に
見
え
、
智
定
坊
雅
西
（保
安
四
年
‐１２３
‐
正
治
三
年
‐２０‐
）
が
比
定
さ
れ
る
。
付
法
肝
八
人
　
　
　
　
　
　
一智
と疋
坊
（略
）
―
大
僧
都
源
運
―
雅
西
　
承
暦
乖
―
■
一―
廿
―
洛
東
　
一
一十
八
　
六
ロ
正
治
三
―
正
―
四
―
入
―
七
十
九
『秘
奥
集
』
の
巻
出
に
は
伝
領
墨
署
名
が
記
さ
れ
、
雅
西
手
沢
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
紙
質
・
書
風
等
か
ら
も
両
書
共
に
平
安
期
に
遡
る
書
写
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
ま
た
、
紙
背
和
歌
の
詠
者
で
あ
る
中
臣
祐
植
の
生
存
期
間
も
鎌
倉
後
期
頃
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
書
は
鎌
倉
後
期
以
降
の
書
写
と
判
断
さ
れ
る
。
三
次
い
で
紙
背
で
あ
る
が
、
元
来
の
和
歌
の
書
写
面
を
翻
し
天
地
中
央
で
二
つ
に
裁
断
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
『秘
奥
集
』
『阿
弥
陀
決
定
往
生
秘
印
』
を
書
写
す
る
た
め
、
紙
背
に
書
写
さ
れ
た
和
歌
は
、
初
句
。
第
二
句
。
第
四
句
を
記
す
上
半
部
分
（『阿
弥
陀
決
定
往
生
秘
印
』
紙
背
）
と
第
二
句
。
第
五
句
を
記
す
下
半
部
分
（『秘
奥
集
』
紙
背
）
と
に
二
分
さ
れ
て
お
り
、
う
ち
上
半
部
は
一
部
を
残
す
の
み
で
多
く
を
供
し
て
い
る
。
両
聖
教
の
紙
背
を
繋
ぎ
併
せ
、
改
め
て
復
原
的
に
書
誌
的
事
項
に
つ
き
示
せ
ば
左
記
の
よ
う
に
な
る
。
「
中
臣
祐
殖
百
首
こ
残
簡
（第
２
函
３４
号
［５
］
・
第
２
函
第
３５
号
［１０
∪
〔南
北
朝
期
〕
写
　
一
軸
続
紙
（軸
無
し
）。
巻
出
な
し
。
料
紙
、
椿
紙
。
紙
数
１３
枚
（但
し
天
地
二
分
）。
法
量
、
第
１
紙
脱
×
４５
．
３
ｍ
ヽ
第
２
紙
佃
ｍ
（以
下
紙
幅
の
み
記
す
）、
第
３
紙
佃
ｍ
、
第
４
紙
２７
．
Ｏ
ｍ
、
第
５
紙
４８
．
７
ｍ
ヽ
第
６
紙
４９
．
５
ｍ
ヽ
第
７
紙
４９
．
４
ｍ
ヽ
第
８
紙
棚
ｍ
、
第
９
紙
４９
．
５
ｍ
ヽ
第
１０
紙
４８
．
９
ｍ
ヽ
第
１１
紙
側
ｍ
、
第
１２
紙
価
ｍ
、
第
‐３
紙
４５
．
６
ｍ
ｏ
端
に
「春
日
執
行
正
預
正
五
位
下
中
臣
連
祐
殖
」
の
位
署
あ
り
。
行
数
。
第
２
紙
一
面
２０
行
。
和
歌
一
首
２
行
書
。
奥
書
・
識
語
類
な
し
。
印
記
な
し
。
用
字
、
漢
字
・
平
仮
名
。
記
載
さ
れ
る
和
歌
の
殆
ど
は
、
第
二
句
。
第
五
句
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
が
、
幸
い
に
も
巻
首
が
残
存
し
て
お
り
、
図
１
の
よ
う
に
、
端
に
「春
日
執
行
正
預
正
五
位
下
中
臣
連
祐
殖
」
と
記
さ
れ
、
そ
の
上
部
に
は
、
「ヨ
」
字
と
思
わ
れ
る
字
画
の
一
部
が
残
っ
て
お
り
、
「詠
百
首
和
ヨ
」
等
の
端
作
が
記
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
巻
尾
に
は
、
最
末
尾
の
和
歌
（現
行
の
九
十
六
番
歌
）
を
記
し
た
後
に
約
二
十
五
ｍ
の
白
紙
部
分
（『秘
奥
集
』
の
巻
出
に
相
当
）
図 1『中臣祐殖百首』巻首 (『秘奥集』紙背)
が
あ
り
、
現
行
の
巻
尾
が
元
来
の
そ
れ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
首
尾
備
わ
る
よ
う
で
あ
る
ｃ
残
存
部
分
を
上
・
下
組
み
合
わ
せ
翻
刻
す
れ
ば
稿
末
に
付
し
た
よ
う
に
な
る
ｃ
記
載
さ
れ
る
和
歌
は
、
現
行
の
紙
継
順
に
次
の
よ
う
に
配
列
さ
れ
、
計
九
十
六
首
と
な
る
（推
定
さ
れ
る
歌
題
を
一　
〕
で
示
し
た
）ｃ
・
春
十
九
首
（０１
～
１９
番
歌
、
歌
題
…
春
・
一若
菜
〕
・
〔残
雪
〕
・
〔柳
〕
・
春
月
・
帰
鴨
・
花
・
〔藤
〕
ム
ニ
月
尽
じ
・
夏
八
首
（２０
～
２７
番
歌
、
歌
題
…
〔郭
公
〕
・
〔五
月
雨
じ
・
秋
十
九
首
（２８
～
４６
番
歌
、
歌
題
…
〔七
夕
〕
・
〔月
〕
・
一鹿
〕
・
〔霧
〕
・
〔菊
〕
・
〔紅
葉
じ
・
冬
十
首
（４７
～
５６
番
歌
、
歌
題
…
〔初
冬
〕
〔霜
〕
・
〔氷
〕
・
〔雪
じ
・
恋
二
十
首
（５７
～
７６
番
歌
、
歌
題
…
〔初
恋
〕
～
〔恨
し
。
雑
二
十
首
（
７７
～
９６
番
歌
、
歌
題
未
詳
）
和
歌
の
配
列
か
ら
は
現
行
の
紙
継
に
錯
簡
は
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
だ
が
、
第
四
紙
末
尾
の
二
十
七
番
歌
の
下
旬
を
欠
く
な
ど
、　
一
部
に
脱
落
が
想
定
さ
れ
る
。
殆
ど
の
料
紙
が
紙
幅
四
十
九
ｃｍ
前
後
で
あ
る
の
に
対
し
、
第
四
紙
は
二
十
七
ｃｍ
と
短
く
、
二
十
ｃｍ
程
度
を
裁
断
、
歌
数
に
し
て
二
首
～
四
首
を
供
す
る
と
推
測
さ
れ
る
ｃ
第
四
紙
と
第
五
紙
の
間
は
、
夏
部
と
秋
部
の
境
に
あ
た
る
が
、
現
存
の
秋
部
冒
頭
は
立
秋
詠
（
二
十
八
・
二
十
九
番
歌
共
に
初
風
を
詠
む
）
が
二
首
続
く
た
め
秋
歌
の
み
複
数
首
の
脱
落
は
想
定
し
難
く
、
恐
ら
く
は
夏
歌
数
首
と
秋
歌
一
首
を
供
す
る
と
思
わ
れ
る
。
同
様
に
、
第
一
紙
の
紙
幅
も
四
十
五
・
三
ｃｍ
と
他
に
比
べ
四
ｃｍ
程
短
く
、
巻
首
の
白
紙
部
分
、
ま
た
は
春
歌
一
～
二
首
を
裁
断
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
右
記
の
よ
う
に
見
る
と
、
本
書
の
本
来
の
形
態
は
現
行
を
大
き
く
逸
脱
す
る
も
の
で
は
な
く
、
天
地
三
十
一
ｍ
前
後
、
紙
幅
四
十
九
ｍ
前
後
の
料
紙
を
十
三
web公開に際し、画像は省略しました」
枚
継
ぎ
、
百
首
前
後
を
記
す
定
数
歌
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
大
ぶ
り
の
料
紙
に
和
歌
一
首
を
二
行
書
で
記
す
こ
と
か
ら
、
自
筆
原
本
、
或
い
は
そ
れ
に
近
筆
暉
筆
精
ぁ
膨
ｂ
崚
“
」
な
（
ら
咄
電
が
、
現
時
点
で
は
比
較
検
討
可
能
な
祐
殖
自
な
お
、
現
存
部
分
か
ら
は
、
「春
」
「春
月
」
「帰
雁
」
「花
」
の
四
つ
の
題
が
確
認
さ
れ
る
が
、
全
編
が
組
題
に
よ
る
詠
作
で
は
な
く
、
八
十
番
歌
の
よ
う
に
詠
作
事
情
を
散
文
で
記
す
箇
所
も
散
見
す
る
。
こ
う
し
た
形
態
は
、
百
首
歌
の
通
例
と
は
異
な
る
が
、
同
様
の
例
に
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
『中
臣
祐
茂
百
首
』
（祐
茂
自
筆
）
が
あ
り
、
「小
家
集
的
な
形
態
」
（新
編
国
歌
大
観
解
題
）
と
評
さ
れ
る
よ
う
に
散
文
に
よ
る
詠
作
事
情
を
記
し
た
詞
書
を
付
す
和
歌
を
交
え
る
。
ま
た
、
『祐
茂
百
首
』
も
、
「詠
百
首
和
歌
」
と
端
に
記
し
な
が
ら
、
百
六
首
を
収
め
て
い
る
。
本
書
も
同
様
な
例
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
四
本
書
の
詠
作
者
で
あ
る
中
臣
祐
殖
は
、
春
日
懐
紙
と
そ
の
紙
背
の
春
日
本
万
葉
集
の
書
写
で
著
名
な
春
日
若
宮
神
主
中
臣
祐
茂
の
孫
、
春
日
社
正
預
祐
親
（仁
治
元
年
‐２４０
‐
一匹
量
一年
‐３２２
）
の
三
男
に
あ
た
る
。
建
治
元
年
（‐２７５
）
生
ま
れ
。
正
和
五
年
（‐３‐６
）
に
春
日
社
権
預
と
な
り
、
暦
応
三
年
（‐３４０
）
七
月
五
日
に
春
日
社
正
預
に
転
じ
、
康
永
元
年
（‐３４２
）
に
は
春
日
社
若
宮
神
主
を
兼
任
す
る
。
掃
部
頭
。
観
応
三
年
（‐３５２
）
二
月
二
十
四
日
に
七
十
八
歳
で
没
し
て
」
α
。
歌
歴
と
し
て
は
、
『続
千
載
集
』
『風
雅
集
』
『新
千
載
集
』
『新
拾
遺
集
』
『新
続
古
今
集
』
へ
の
各
一
首
の
入
集
が
知
ら
れ
る
勅
撰
歌
人
で
あ
り
、
小
倉
実
教
撰
『藤
葉
集
』
に
も
三
首
が
入
集
す
る
。
本
書
の
成
立
時
期
は
、
記
さ
れ
る
位
署
か
ら
祐
殖
が
春
日
社
正
預
で
あ
っ
た
暦
応
三
年
（‐３４０
）
七
月
五
日
以
降
、
祐
常
に
譲
る
貞
和
五
年
（‐３４９
）
十
一
月
二
鍵
鍔
羮
押
聾
鰤
這
盗
舞
靡
力
‐こ 年
本
書
所
収
和
歌
の
う
ち
左
記
の
二
首
が
入
集
す
る
こ
と
か
ら
、
同
集
の
成
立
推
定
時
期
の
下
限
に
本
書
成
立
の
下
限
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
よ
（鸞
。
・
二
十
六
番
歌
（随
心
院
本
に
は
傍
線
部
分
の
み
残
存
、
以
下
同
様
）
夏
歌
の
中
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
臣
祐
殖
さ
ら
し
え
ぬ
色
か
と
ぞ
み
る
五
月
雨
に
に
ご
り
て
落
つ
る
布
引
の
滝
「
新
続
古
今
集
』
巻
三
・
夏
・
２９‐
、
『藤
葉
集
』
巻
二
・
夏
・
１３６
「滝
五
月
雨
を
し
・
五
十
番
歌
（題
し
ら
ず
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
臣
祐
殖
打
ち
わ
た
す
駒
の‐
洲
Ы
剰
詞
捌
Ｎ
「
劃
到
国
ひ
の
く
ま
川
の
こ
ほ
り
司
引
引
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『藤
葉
集
』
巻
四
。
冬
。
３４８
）
『藤
葉
集
』
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
本
書
は
そ
の
撰
集
資
料
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
同
集
の
編
纂
に
つ
い
て
考
え
る
資
料
と
も
な
る
が
、
他
に
『風
雅
集
』
以
下
の
勅
撰
集
入
集
歌
を
四
首
含
ん
で
お
り
（先
記
の
二
十
六
番
歌
は
、
『新
続
古
今
集
』
に
入
集
）、
そ
れ
ら
と
も
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
・
八
十
七
番
歌
祖
父
祐
茂
自
筆
の
祝
本
を
み
て
よ
み
け
る
　
　
中
臣
祐
植
か
は
ら
じ
な
あ
と
は
む
か
し
に
な
り
ぬ
と
も
神
の
手
向
の
代
代
の
こ
と
の
―ま‐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翁
風
雅
集
』
巻
十
九
・
神
祗
・
２‐３８
）
・
八
十
番
歌
父
中
臣
祐
親
に
笙
笛
に
て
秘
曲
ど
も
つ
た
へ
侍
り
て
、
又
狛
則
忠
に
笛
の
大
曲
伝
へ
侍
り
け
る
時
思
ひ
つ
づ
け
侍
り
け
る
中
臣
祐
殖
笛
竹
の
二
の
道
を
つ
た
へ
て
も
跡
に
か
は
ら
ぬ
一
ふ
し
ぞ
な
き
「
新
千
載
集
』
巻
十
七
・
雑
中
・
‐９０６
）
・
七
十
七
番
歌（神
祗
を
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
臣
祐
殖
春
日
野
の
松
も
わ
が
身
も
老
い
に
け
り
二
葉
よ
り
こ
そ
つ
か
へ
そ
め
し
か
翁
新
拾
遺
集
』
巻
十
六
・
神
祗
・
‐４‐６
）
本
書
と
勅
撰
集
と
の
先
後
に
つ
い
て
は
、
勿
論
、
既
存
の
勅
撰
集
入
集
歌
を
集
成
し
改
め
て
定
数
歌
を
編
む
こ
と
も
想
定
さ
れ
得
る
（例
え
ば
、
奉
納
和
歌
と
す
る
た
め
等
の
目
的
が
想
定
さ
れ
る
）
が
、
『新
千
載
集
』
『新
拾
遺
集
』
『新
続
古
今
集
』
の
三
集
の
成
立
は
祐
殖
没
後
で
あ
り
、
も
と
よ
り
祐
殖
自
身
が
そ
う
し
た
操
作
を
行
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
勅
撰
集
に
入
集
す
る
祐
植
の
歌
に
は
、
先
記
四
首
以
外
に
『続
千
載
集
』
所
収
の
左
記
の
一
首
が
あ
る
が
、
同
歌
は
本
書
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
（同
歌
は
、
秋
歌
、
或
い
は
雑
歌
と
し
て
配
列
さ
れ
る
と
推
定
さ
れ
、
本
書
の
物
理
的
脱
落
箇
所
に
記
さ
れ
て
い
た
と
も
考
え
難
い
）。
（題
し
ら
ず
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
臣
祐
殖
さ
や
か
な
る
名
を
ば
と
ど
め
て
き
よ
み
方
か
た
ぶ
く
月
に
関
守
ぞ
な
き
翁
続
千
載
集
』
巻
十
六
・
雑
上
・
‐７６
）
本
書
の
成
立
は
、
『続
千
載
集
』
（元
応
二
年
（‐３２０
）
返
納
）
成
立
後
で
あ
り
、
同
歌
が
本
書
に
所
収
さ
れ
な
い
の
は
当
然
と
言
え
、
逆
に
勅
撰
集
入
集
歌
を
集
成
し
後
代
に
本
書
が
編
ま
れ
た
（
こ
の
場
合
は
、
柳
か
不
自
然
で
は
あ
る
が
本
書
を
祐
殖
の
自
撰
で
は
な
く
他
撰
と
考
え
る
）
と
考
え
る
の
な
ら
ば
同
歌
が
含
ま
れ
な
い
の
は
不
審
で
あ
る
。
『風
雅
集
』
以
下
の
四
勅
撰
集
が
本
書
を
撰
集
資
料
と
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
五
本
書
は
南
都
の
み
に
留
ま
る
こ
と
は
な
く
、
成
立
に
近
接
す
る
時
期
に
京
都
へ
と
伝
え
ら
れ
、
勅
撰
集
・
『藤
葉
集
』
の
撰
集
資
料
と
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
祖
父
祐
茂
、
従
兄
祐
春
と
同
様
に
京
都
歌
道
家
の
指
導
を
仰
い
だ
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
（施
、
現
存
す
る
資
料
の
制
約
も
あ
り
そ
の
間
の
具
体
的
経
緯
は
現
在
の
と
こ
ろ
未
詳
と
せ
ぎ
る
を
得
な
い
。
『新
後
撰
集
』
『玉
葉
集
』
『続
千
（
‐６
）
載
集
』
の
三
集
に
は
、
春
日
社
家
の
詠
作
が
多
く
入
集
す
る
。
十
四
世
紀
初
頭
頃
が
南
都
歌
壇
の
隆
盛
期
で
あ
り
、
京
都
と
の
交
渉
も
盛
ん
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
書
も
そ
う
し
た
時
代
の
輪
郭
を
伝
え
る
資
料
と
言
え
よ
う
。
注（１
）
中
世
南
都
に
お
け
る
文
芸
活
動
全
般
を
扱
っ
た
先
駆
的
業
績
に
永
島
福
太
郎
氏
『奈
良
文
化
の
伝
流
』
（目
黒
書
店
　
昭
２６
・
２
）
が
あ
り
、
『楢
葉
集
」
と
南
都
歌
壇
に
つ
い
て
は
、
中
村
文
氏
「鎌
倉
初
期
南
都
歌
壇
に
関
す
る
二
、
三
の
考
察
」
（中
世
文
学
３４
　
平
元
・
５
）、
同
氏
「定
範
と
東
南
院
歌
会
―
鎌
倉
初
期
南
都
歌
壇
の
一
考
察
―
」
（立
教
大
学
日
本
文
学
６３
　
平
元
・
１２
）、
加
賀
元
子
氏
『中
世
寺
院
に
お
け
る
文
芸
生
成
の
研
究
』
（汲
古
書
院
　
平
１５
・
１
）
に
よ
り
、
『自
葉
集
』
に
つ
い
て
は
、
久
保
木
秀
夫
氏
「『自
葉
集
」
と
伝
二
条
為
道
筆
西
宮
切
」
（国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
２８
　
平
１４
・
２
）
に
よ
り
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
（２
）
春
日
懐
紙
に
関
す
る
近
年
の
論
考
に
、
伊
井
春
樹
氏
「春
日
懐
紙
と
そ
の
周
辺
」
金
田文
７４
　
平
１２
・
５
）、
田
中
大
士
氏
「春
日
懐
紙
墨
映
論
序
説
」
合
平
安
朝
文
学
表
現
の
位
相
』
新
典
社
　
平
１４
・
ｎ
）、
同
氏
「春
日
懐
紙
（春
日
本
万
葉
集
）
の
来
歴
」
（汲
古
３９
　
平
１３
・
５
）
が
あ
り
、
懐
紙
の
集
成
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
（３
）
注
１
に
記
し
た
永
島
氏
論
考
参
照
。
（４
）
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
。
「
日
本
名
跡
叢
刊
５８
春
日
若
宮
神
主
祐
茂
百
首
和
歌
』
０
一玄
社
昭
５７
・
２
）
に
影
印
（解
説
・
古
谷
稔
氏
）、
井
上
宗
雄
・
田
村
柳
萱
氏
『中
世
百
首
歌
　
一
ご
（古
典
文
庫
　
昭
５８
・
９
）
ｏ
新
編
国
歌
大
観
第
１０
巻
に
翻
刻
が
あ
る
。
（５
）
現
蔵
者
未
詳
。
「中
臣
祐
春
詠
草
」
（春
名
好
春
編
『古
筆
大
辞
典
』
淡
交
社
昭
５４
・
■
）
八
五
六
頁
に
書
影
が
挙
げ
ら
れ
解
説
が
付
さ
れ
る
。
（６
）
本
書
の
現
存
は
百
首
に
満
た
な
い
が
、
後
述
の
理
由
に
よ
り
百
首
歌
と
称
す
の
が
妥
当
で
あ
る
と
判
断
し
、
標
記
の
よ
う
に
仮
称
し
た
。
（７
）
築
島
裕
氏
「醍
醐
寺
蔵
伝
法
灌
頂
師
資
相
承
血
脈
」
（醍
醐
寺
文
化
財
研
究
所
紀
要
１
　
昭
５３
・
‐１
）０
（８
）
本
書
（及
び
紙
背
）
の
伝
来
は
未
詳
な
が
ら
、
紙
背
に
南
都
に
関
係
す
る
和
歌
が
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
随
心
院
で
の
調
整
は
想
定
し
難
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
歴
代
の
随
心
院
門
跡
は
、
東
大
寺
別
当
を
兼
帯
す
る
例
も
あ
り
、
現
在
随
心
院
文
書
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
文
書
群
の
中
に
は
東
大
寺
旧
蔵
文
書
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
南
都
の
文
書
群
と
同
様
の
経
路
も
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
（９
）
冬
歌
の
冒
頭
に
つ
い
て
は
、
「
い
ま
は
た
だ
老
の
ね
覚
に
か
こ
つ
か
な
む
か
し
も
き
き
し
お
な
じ
時
雨
を
」
（新
後
撰
集
・
巻
六
・
冬
・
４４７
・
民
部
卿
資
宣
）
に
類
似
す
る
発
想
と
判
断
し
四
十
七
番
歌
と
し
た
が
、
同
歌
が
秋
部
に
含
ま
れ
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
（１０
）
自
筆
の
書
状
案
、
短
冊
写
等
（何
れ
も
個
人
蔵
）
は
調
査
で
き
た
が
い
ず
れ
も
比
較
検
討
の
対
象
に
は
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
判
断
は
更
な
る
検
討
に
委
ね
た
い
。
（■
）
同
百
首
は
、
冒
頭
か
ら
「霞
」
公
一首
）
、
「霞
隔
遠
松
」
２
首
）、
「鴬
」
２
首
）、
「故
郷
梅
」
盆
首
）
、
「若
菜
」
全
首
）、
「野
若
菜
」
２
首
）、
「山
家
待
花
」
全
首
）
と
素
題
・
結
題
に
よ
る
詠
作
が
続
い
た
後
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
わ
づ
ら
ふ
事
侍
り
け
る
こ
ろ
、
待
花
を
云
ふ
事
を
人
人
読
み
侍
り
し
９
は
な
よ
り
も
身
は
い
つ
ま
で
の
あ
だ
も
の
の
さ
く
を
お
そ
し
と
ま
つ
が
は
か
な
さ
初
花
１０
よ
し
の
や
ま
か
ぜ
に
な
び
か
ぬ
む
ら
く
も
や
か
つ
さ
く
み
ね
の
さ
く
ら
な
る
ら
ん
春
日
社
長
日
御
経
に
安
置
し
た
て
ま
つ
り
し
法
花
経
の
う
ら
に
、
念
仏
の
歌
を
す
す
め
侍
り
し
に
■
な
が
き
日
も
あ
か
な
く
く
れ
ぬ
や
ま
ざ
く
ら
は
な
の
か
げ
に
や
こ
よ
ひ
ね
な
ま
し
（‐２
）
大
東
延
篤
氏
『新
修
春
日
社
社
司
補
任
記
』
（春
日
宮
本
会
　
昭
４７
・
‐１
）
に
よ
る
。
（‐３
）
井
上
宗
雄
氏
『中
世
歌
壇
史
の
研
究
　
南
北
朝
期
〔改
訂
新
版
ご
（明
治
書
院
平
２
●
９
）
四
三
六
頁
。
（‐４
）
但
し
、
そ
の
場
合
は
、
『藤
葉
集
』
成
立
以
後
に
祐
殖
歌
の
増
補
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
（‐５
）
注
４
●
５
に
掲
出
の
資
料
。
（‐６
）
春
日
社
家
中
臣
氏
の
勅
撰
集
入
集
状
況
は
左
記
の
通
り
。
祐
茂
―
続
後
撰
１
、
続
拾
遺
１
、
囲
囲
図
１
、
国
園
１
、
同
日
國
１
祐
賢
―
続
拾
遺
１
、
囲
囲
囲
１
、
国
□
１
、
岡
田
國
１
祐
親
上
国
囲
図
１
、
国
園
１
、
同
日
國
３
、
新
千
載
２
祐
春
上
岡
囲
□
３
、
国
園
２
、
岡
田
國
５
、
続
後
拾
遺
２
、
風
雅
２
、
新
千
載
１
祐
世
上
国
囲
図
１
、
国
園
１
、
続
千
載
３
、
新
千
載
１
祐
臣
⊥
国
園
１
、
同
用
國
３
、
続
後
拾
遺
１
、
風
雅
１
、
新
千
載
１
、
新
続
古
今
祐
殖
―
囲
日
闘
丁
、
風
雅
１
、
新
千
載
１
、
新
拾
遺
１
、
新
続
古
今
１
祐
任
―
風
雅
１
、
付
記
　
二員
重
な
資
料
の
調
査
閲
覧
と
紹
介
を
お
許
し
頂
き
ま
し
た
随
心
院
当
局
、
執
事
亀
谷
英
央
師
、
亀
谷
壽
一
師
、
ま
た
、
随
心
院
の
皆
様
に
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
本
学
大
学
院
助
手
―
翻
刻
凡
例
一
、
随
心
院
蔵
『
秘
奥
集
』
（第
２
函
３４
号
［５
∪
、
『
阿
弥
陀
決
定
往
生
秘
印
』
（第
２
函
第
３５
号
［１０
∪
紙
背
、
『中
臣
祐
殖
百
首
』
を
全
文
翻
刻
し
た
。
原
本
に
忠
実
を
心
掛
け
た
が
、
以
下
の
処
置
を
加
え
た
。
一
、
『秘
奥
集
』
『
阿
弥
陀
決
定
往
生
秘
印
』
の
両
紙
背
を
繋
ぎ
併
せ
復
原
的
に
翻
刻
し
た
。
二
、
破
損
等
に
よ
る
難
読
箇
所
は
、
残
画
か
ら
文
字
が
推
定
さ
れ
る
場
合
は
、
〔ヨ
〕
の
よ
う
に
〔　
〕
を
付
し
て
示
し
た
。
三
、
勅
撰
集
・
藤
葉
集
入
集
歌
に
は
傍
線
を
付
し
た
。
四
、
推
定
さ
れ
る
部
立
、
歌
題
と
歌
数
を
付
記
し
た
。
翻
刻
　
随
心
院
蔵
『中
臣
祐
殖
百
首
』
阿
弥
陀
決
定
往
生
秘
印
紙
背
秘
奥
集
紙
背
春
　
　
」
（第
３
紙
）
０６
春
雨
に
露
こ
そ
い
と
ゝ
み
と
り
や
色
春
月
０７
お
ほ
ろ
な
る
な
〔ヨ
〕
春
日
執
行
正
預
正
五
位
下
中
臣
連
祐
殖
に
て
ら
す
日
か
け
を
は
〔ひ
〕
か
り
と
そ
見
る
ひ
の
松
の
ゆ
く
す
ゑ
は
代
を
こ
そ
ふ
れ
ろ
を
た
の
み
て
あ
わ
雪
の
か
な
を
そ
つ
む
は
猶
も
う
つ
み
い
て
雪
も
か
く
れ
ぬ
て
と
は
ん
人
も
か
な
を
し
ま
し
」
（第
１
紙
）
む
す
へ
青
柳
の
ま
さ
る
ら
ん
ら
ひ
を
月
に
う
ら
む
れ
は
【春
。
１９
首
】
春〔絆^
一ヨ〕
〔柳
〕
か
す
み
そ
え
た
る
０８
春
こ
と
に
か
す
み
か
さ
な
る
か
け
を
０９
お
ほ
ろ
な
る
身
に
老
の
た
も
と
に
か
す
帰
順
１０
し
の
ゝ
め
の
あ
け
よ
こ
雲
な
か
ら
た
花
１１
な
か
ら
へ
て
こ
と
し
は
な
に
う
れ
し
き
‐２
か
す
か
山
じ
め
の
心
な
か
く
も
花
に
‐３
桜
さ
く
か
つ
ら
き
雪
か
と
は
か
り
み
て
‐４
花
ゆ
へ
に
と
は
る
よ
そ
な
か
ら
た
に
」（第
１
紙
）
‐５
か
ね
て
よ
り
ち
花
み
ぬ
さ
き
の
宍
第
２
紙
）
‐ ６
我
涙
か
な
そ
え
て
は
老
ら
く
の
月
に
見
る
か
な
こ
そ
い
と
ゝ
あ
わ
れ
な
れ
む
月
か
け
行
空
に
か
へ
る
雁
ち
わ
か
れ
け
り
も
見
つ
と
お
も
ふ
よ
り
命
な
り
け
り
あ
た
り
に
と
し
を
へ
て
な
れ
ぬ
る
山
も
よ
そ
な
れ
は
や
ゝ
み
な
む
ゝ
や
と
も
ち
か
ゝ
ら
は
人
め
見
て
ま
し
」
（第
２
紙
）
る
な
ら
ひ
そ
と
思
し
は
心
な
り
け
り
む
と
の
み
お
も
ふ
こ
そ
〔ち
〕
な
り
け
れ
き
涙
を
さ
き
た
て
ゝ
ち
る
桜
か
な
帰
順
花〔藤
〕
き
そ
ふ
北
の
藤
な
み
は
み
な
り
け
り
ぬ
名
残
も
わ
す
れ
ぬ
に
く
る
ゝ
春
か
な
の
社
の
ほ
と
ゝ
き
す
に
も
ら
す
な
か
た
せ
て
ほ
と
ゝ
き
す
つ
ね
を
そ
と
ふ
〔し
〕
な
か
ら
に
き
な
け
と
も
し
か
の
ふ
る
さ
と
宍
第
３
紙
）
〔に
〕
な
き
し
か
の
故
郷
に
ひ
な
か
る
ら
ん
み
え
ね
夏
は
き
て
か
く
さ
の
さ
と
た
こ
の
ぬ
れ
こ
ろ
も
も
ほ
す
ら
む
と
そ
見
る
五
月
雨
に
〔ぬ
〕
の
ひ
き
の
瀧
〔二
月
尽
〕
【夏
・
８
首
】
〔郭
公
〕
〔郭
公
〕
〔五
月
雨
？
〕
〔五
月
雨
〕
の
は
し
の
い
た
つ
ら
に
」
（第
４
紙
）
な
ら
て
我
袖
の
の
は
つ
か
せ
ま
て
は
な
け
れ
と
も
お
き
の
上
風
ゆ
ふ
へ
や
七
夕
の
〔し
〕
か
る
ら
む
を
待
し
心
よ
り
〔し
〕
あ
ひ
の
空
の
み
し
か
き
夜
と
ゝ
も
に
風
そ
ふ
く
の
山
に
す
む
月
の
け
の
玉
か
き
け
の
月
の
か
け
す
み
て
を
そ
ふ
く
を
な
く
さ
め
て
も
し
ら
れ
す
　
」
（第
５
紙
）
を
な
く
さ
め
て
【秋
。
２０
首
】
〔立
秋
〕
〔七
夕
〕
〔七
夕
〕
〔月
〕
も
し
ら
れ
す
　
」
（第
５
紙
）
さ
ひ
て
入
し
れ
す
さ
め
な
り
け
り
に心
を
な
く
さ
め
て
も
あ
り
け
む
ひ
原
の
山
を
吹
風
に
秋
の
夜
の
月
は
き
か
す
春
日
野
の
さ
ほ
し
か
の
声
と
お
も
ふ
へ
き
春
日
の
に
し
か
の
な
く
ら
む
の
秋
霧
は
れ
ぬ
れ
と
煙
な
り
け
れ
〔ま
〕
の
山
の
ち
か
け
れ
は
し
の
ゝ
さ
と
む
じ
と
や
し
つ
の
め
か
つ
ら
む
〔し
〕
に
　
　
」
（第
６
紙
）
ね
ぬ
袖
に
を
と
ふ
け
て
〔山
〕
田
も
る
ら
ん
〔月
〕
　
　
　
　
４６
〔鹿
〕
〔霧
〕
〔菊
〕
か
く
る
や
と
た
を
り
て
も
ら
き
く
の
花
を
み
つ
ゝ
も
か
な
し
き
は
の
も
み
ち
葉
の
を
と
を
か
こ
つ
ら
む
わ
ぬ
も
の
か
は
こ
そ
せ
め
て
と
は
さ
ら
め
る
木
の
葉
か
な
み
の
川
に
な
く
か
も
は
を
く
ら
ん
む
ま
の
ひ
つ
め
に
く
た
く
る
は
〔氷
〕
な
り
け
り」
（第
７
紙
）
気
さ
ひ
し
き
山
里
は
人
そ
ま
た
る
ゝ
〔り
〕
う
つ
む
や
と
な
れ
は
〔ゆ
〕
の
し
ら
ゆ
き
み
の
み
こ
そ
つ
も
り
ぬ
れ
は
き
ゆ
れ
と
〔紅
葉
〕
【
冬
１
９
首
】
〔初
冬
〕
〔霜
〕
〔氷
〕
〔壺
ヨ
〕
た
見
え
そ
め
ぬ
し
の
ゝ
め
に
の
あ
さ
あ
け
さ
と
の
し
る
し
に
て
原
の
山
をふ
か
く
見
ゆ
る
か
な
み
の
衣
手
花
そ
め
の
恋
こ
ろ
も
を
見
せ
は
や
ひ
な
と
こ
そ
つ
れ
な
さ
を
な
り
け
れ
わ
れ
か
ら
と
思
ふ
に
そ
を
い
の
り
け
る
」
（第
８
紙
）
心
と
う
ら
み
き
く
我
そ
わ
す
る
ゝ
て
人
を
待
よ
ひ
は
入
あ
ひ
の
か
ね
こ
と
に
か
へ
し
き
て
〔夢
〕
そ
か
さ
な
る
にも
よ
そ
に
を
し
け
れ
は
【恋
・
２０
首
】
〔初
恋
〕
〔待
恋
〕
人
に
か
た
ら
し
た
い
と
の
な
か
ら
へ
て
契
な
る
ら
ん
も
せ
め
て
か
た
か
ら
め
ら
れ
さ
る
ら
む
も
し
ら
て
思
ね
の
を
の
み
そ
な
く
の
と
か
に
な
し
は
て
ゝ
も
か
よ
は
す
の
を
か
の
く
す
か
つ
ら
人
に
し
ら
れ
し
み
の
浦
の
あ
ま
を
船
」（第
９
紙
）
さ
り
行
ち
か
へ
る
し
ら
な
み
の
〔く
〕
千
鳥
か
な
と
思
ふ
あ
ら
ま
し
の
の
こ
ゑ
／
ヽ
の
煙
の
す
ゑ
に
て
も
ひ
く
へ
き
の
み
の
い
の
ち
た
に
契
な
り
け
り
か
り
け
る
い
の
ち
と
も
ひ
こ
そ
し
れ
も
た
え
て
た
ま
か
つ
ら
の
こ
る
ら
む
か
こ
と
ゝ
な
り
に
け
り
〔う
ら
〕
み
さ
り
し
を
〔我
〕
身
も
老
に
け
り
か
へ
そ
め
し
か
の
心
に
し
た
か
へ
は
も
ま
と
す
　
　
」
（第
１０
紙
）
と
ゝ
ま
ら
ぬ
心
そ
と
我
涙
か
な
蓮
二
笙
笛
に
て
大
曲
共
則
忠
に
横
笛
の
秘
曲
無
時
思
つ
ゝ
け
侍
け
る
つ
の
み
ち
を
つ
た
へ
て
も
ふ
し
も
な
き
あ
る
国
に
跡
た
れ
て
ま
も
る
ら
む
〔恨
〕
【雑
。
２０
首
】
花
を
う
ら
み
つ
ゝ
〔我
〕
こ
ゝ
ろ
か
な
は
神
も
み
か
さ
山
を
た
の
む
か
な
る
君
か
み
ゆ
き
を
も
や
ま
つ
ら
む
に
御
床
を
同
せ
ん
と
い
ふ
契
を
む
す
ひ
き
て
の
は
ま
お
き
じ
春
日
野
の
勢
の
は
ま
お
き
」
（第
■
紙
）
〔茂
〕
自
筆
の
祝
本
を
見
む
か
し
に
な
り
ぬ
と
も
々
？
」
と
の
葉
仕
の
専
一
の
着
倒
毎
年
被
尋
下
則
〔預
〕
事
を
ね
の
み
つ
か
き
に
ふ
り
に
け
る
心
を
て
す
む
月
か
け
も
〔り
〕
な
り
け
り
〔み
〕
か
さ
の
山
も
り
は
ち
も
ま
よ
は
じ
こ
と
を
る
し
て
の
宮
々
を
そ
め
け
む
つ
の
た
の
み
に
て
〔代
〕
を
い
の
る
か
な
を代
に
き
ゝ
し
こ
と
の
葉
を
た
ち
宮
人
」
（第
１２
紙
）
か
せ
し
み
つ
の
を
の
国
そ
さ
か
ふ
る
し
神
代
の
ひ
か
り
を
は
ま
も
見
る
か
な
み
を
そ
し
て
さ
か
き
葉
の
色
そ
さ
か
ふ
る
（以
下
白
紙
）
」
（第
１３
紙
）
